
平成25年5月17日	 

（社）日本フェンシング協会	 

世界選手権（2013/Budapest）大会	 

日本代表選手選考方針及び基準	 

	 

１．フェンシング日本選手団	 編成方針	 

	 

１）2016年、2020年オリンピック競技大会でメダル獲得並びに十分な活躍が期待される

選手、将来有望な選手の中から編成する。	 

	 

２）行動規範を遵守し、フェンシング日本代表として相応しい選手・役員をもって編成

する。	 

	 

２．競技日程：2013．8/3～8/14	 ハンガリー	 ブダペスト(競技：2013．8/5～8/12)	 

	 

３．派遣種目及び派遣人数	 

男子フルーレ5名、男子エペ4名、男子サーブル4名 
女子フルーレ4名、女子エペ4名、女子サーブル4名	 計25名 
 

４．選考について 
	 １）選考対象選手 

日本フェンシング協会強化本部が指定する強化計画（大会派遣及びNTC拠点強化練習）

に基づき継続的に参加することができる選手に限る。	 

	 

２）選考基準（全種目共通）	 

①FIE国際フェンシング連盟世界ランキング（6月20日現在）日本人選手最上位者1名	 

※ただし、最上位者が引退若しくはケガ等の理由により出場しない場合は繰り上げる。	 

	 	 ②2013年全日本フェンシング選手権個人戦優勝者	 

	 	 	 ※ただし、今後オリンピックに向けて４．１）に該当する者	 

	 ②2013年アジア選手権（個人戦）メダリスト	 

③2012年12月～2013年5月に出場したワールドカップA・GP大会の成績を基に十分な活

躍が期待される選手及び将来有望な選手を各部会において推薦する。	 

	 ④選手選考については平成25年7月1日までに推薦者を提出する。	 

	 ⑤各種目別選考基準（別紙）	 

	 



	 

	 

	 

各種目別選考基準	 

 
【男子フルーレ】 
	 	 今シーズンの各種ワールドカップ、アジア選手権大会等の成績により代表選手を選出

する。 
 
【女子フルーレ】	 

アジア選手権でメダルを獲得した選手は決定とする。また、編成方針及び４．１）に

基づき、メダル獲得に向けて、ポテンシャルの高い選手を選考する。 
現状の国際競技力を鑑み、トップ選手に加えカデ・ジュニア層で将来有望選手を選考

する。 
 
 
【男女エペ】 

アジア選手権でメダルを獲得した選手は決定、ベスト８は内定とする。また、編成方

針及び４．１）に基づき、メダル獲得に向けて、ポテンシャルの高い選手を選考する。 
現状の国際競技力を鑑み、トップ選手に加えカデ・ジュニア層で将来有望選手を選考

する。 
 

【男子サーブル】	 

今月に出場したシカゴワールドカップの成績、5月11日に開催したランキングマッチ、
6月のアジア選手権の 3大会で総合的に選出するが、アジア選手権個人戦で目標のベスト
8に入賞した者及び団体戦でもメダル獲得に貢献した者を選出する。 
 

【女子サーブル】 
5 月 11 日に開催したランキングマッチ、5 月 25-26 日に出場する天津ワールドカップ

の成績、6月のアジア選手権の 3大会で総合的に選出するが、アジア選手権個人戦で目標
のベスト 8に入賞した者及び団体戦でもメダル獲得に貢献した者を選出する。 

	 

	 

	 

以上	 


